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上
山
和
雄
著
『
日
本
近
代
蚕
糸
業
の
展
開
』

坂
口
正
彦

　

本
書
は
上
山
和
雄
先
生
（
以
下
、
上
山
氏
と
表
記
す
る
）
に
よ
る
単
著

で
あ
る
。
本
書
の
説
明
に
し
た
が
え
ば
、
蚕
糸
（
養
蚕
製
糸
）
業
と
は
、

蚕
が
吐
き
出
し
た
細
い
糸
を
繭
か
ら
ほ
ぐ
し
て
数
本
撚
り
あ
わ
せ
て
一
本

の
生
糸
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
作
業
の
な
か
で
、
原
料
で
あ
る

繭
の
産
地
や
種
類
、
繭
の
処
理
方
法
に
よ
っ
て
最
高
級
品
か
ら
大
衆
品
に

い
た
る
多
様
な
生
糸
が
生
産
さ
れ
る
。
蚕
糸
業
は
近
代
日
本
に
お
け
る
最

大
の
輸
出
産
業
で
あ
り
、
本
書
は
近
代
日
本
蚕
糸
業
の
特
質
を
解
明
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

序
章
で
は
網
羅
的
に
蚕
糸
業
史
研
究
を
取
り
上
げ
る
。
な
か
で
も
二
冊

の
論
稿
に
対
す
る
指
摘
が
重
要
で
あ
る
。
第
一
は
石
井
寛
治
『
日
本
蚕
糸

業
史
分
析
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
）
で
あ
る
。
石
井
氏
の

研
究
は
製
糸
業
の
経
営
を
「
優
等
糸
生
産
類
型
」
と
「
普
通
糸
生
産
類
型
」

の
二
つ
に
分
類
し
、
後
者
が
日
本
蚕
糸
業
の
主
流
を
形
成
し
た
と
述
べ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
普
通
糸
生
産
類
型
」
は
、
前
貸
金
融
に
よ
っ
て
横

浜
生
糸
売
込
問
屋
（
生
糸
は
主
に
横
浜
を
経
由
し
て
輸
出
さ
れ
た
）
に
従

属
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
普
通
糸
生
産
類
型
」
は
、
養
蚕
農
家
か
ら
繭

〔
書
評
〕
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を
低
価
格
で「
買
い
叩
き
」、農
家
の
子
女
た
る
製
糸
工
場
労
働
者（
女
工
）

を
低
賃
金
に
と
ど
め
る
こ
と
に
よ
り
、
農
家
の
経
営
的
発
展
も
阻
害
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
日
本
蚕
糸
業
に
は
、
横
浜
生
糸
売
込
問

屋
―
製
糸
家
―
農
家
と
い
う
「
重
層
的
階
級
構
造
」
が
存
在
し
た
、
と
い

う
議
論
で
あ
る（

（
（

。
こ
れ
に
対
し
て
上
山
氏
は
、
こ
う
し
た
枠
組
み
は
時
期

な
ど
の
範
囲
を
限
定
す
べ
き
で
あ
り
、
後
述
の
よ
う
に
、
本
論
に
お
い
て

石
井
氏
の
見
方
と
は
異
な
る
蚕
糸
業
史
像
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
は
中
林
真
幸
『
近
代
資
本
主
義
の
組
織
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
三
年
）
で
あ
る
。
上
山
氏
の
整
理
に
よ
る
と
、
中
林
氏
は
日
本
蚕

糸
業
の
展
開
を
「
最
適
反
応
」
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
適
合
的
な
シ
ス
テ

ム
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
と
し
て
捉
え
、「
最
適
反
応
」
を
な
し
え
た

地
域
・
企
業
の
み
が
「
適
者
生
存
」
す
る
と
い
う
歴
史
像
を
提
示
し
た
と

す
る
。
上
山
氏
は
、
中
林
氏
の
方
法
で
は
「
歴
史
の
多
様
さ
、
豊
か
さ
は

明
ら
か
に
な
ら
な
い
」
と
の
見
解
を
示
す
。

　

各
章
を
紹
介
す
る
。
第
一
章
「
第
一
次
世
界
大
戦
前
に
お
け
る
日
本
生

糸
の
対
米
進
出
」
で
は
、
米
国
市
場
に
日
本
生
糸
が
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を

占
め
る
に
至
っ
た
経
緯
と
根
拠
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
一
八
九
〇
年
代
後

半
か
ら
一
九
一
〇
年
代
に
か
け
て
の
日
本
製
糸
業
は
、
低
糸
価
を
維
持
し

つ
つ
、
中
位
の
糸
格
を
中
心
と
す
る
「
良
糸
」
の
生
産
体
制
、
す
な
わ
ち

中
等
糸
生
産
体
制
を
築
い
て
い
っ
た
。
需
要
の
限
定
さ
れ
た
最
高
級
格
の

生
糸
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
中
・
下
級
絹
織
物
市
場
の
発
展
等

に
対
応
し
て
「
良
糸
」
を
中
心
に
生
産
し
た
こ
と
が
、
日
本
製
糸
業
躍
進

の
要
因
で
あ
っ
た
と
の
分
析
結
果
を
提
示
し
た
。

　

第
二
章「
蚕
糸
業
に
お
け
る
中
等
糸
生
産
体
制
の
形
成
」で
は「
良
糸
」、

す
な
わ
ち
中
等
糸
の
生
産
が
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
に
な
っ
た
の
か
が
分

析
さ
れ
る
。
長
野
県
小
諸
や
上
田
の
製
糸
家
等
は
、
ア
メ
リ
カ
生
糸
市
場

の
動
向
（
糸
況
）
に
応
じ
て
、
中
等
糸
を
中
心
と
し
つ
つ
、
柔
軟
に
糸
格

（
生
糸
の
質
を
定
め
る
ラ
ン
ク
）
を
変
え
、
糸
質
重
視
か
生
産
性
重
視
か

の
選
択
を
容
易
に
行
う
こ
と
の
で
き
る
、
い
わ
ば
糸
況
対
応
型
経
営
を
展

開
し
は
じ
め
る
。
こ
う
し
た
経
営
を
可
能
に
し
た
の
は
蚕
糸
業
の
技
術
革

新
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
同
時
に
中
央
・
地
方
の
蚕
糸
業
政
策
も

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
。
上
山
氏
は
「
製
糸
家
の
中
等
糸
生
産

へ
の
シ
フ
ト
と
糸
況
対
応
型
経
営
の
展
開
、
そ
れ
を
円
滑
化
す
る
中
央
・

地
方
の
蚕
糸
業
政
策
、
こ
れ
を
中
等
糸
生
産
体
制
と
呼
べ
ば
、
そ
の
形
成

が
日
露
戦
後
蚕
糸
業
の
発
展
の
特
徴
で
あ
っ
た
」と
ま
と
め
る（
八
五
頁
）。

　

第
三
～
七
章
は
個
別
事
例
研
究
で
あ
り
、
中
等
糸
生
産
体
制
の
変
容
や

糸
況
対
応
型
経
営
の
具
体
相
を
中
心
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。第
三
章「
筒

井
製
糸
と
四
国
の
蚕
糸
業
」
は
蚕
糸
業
の
後
発
地
域
な
が
ら
も
、
明
治
後

期
か
ら
急
速
に
発
展
し
た
四
国
の
蚕
糸
業
が
論
じ
ら
れ
る
。
四
国
は
海
に

隔
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、
原
料
と
な
る
繭
や
製
糸
工
場
の
労
働
者
（
女
工
）
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を
確
保
す
る
た
め
に
有
利
な
立
地
に
あ
る
。
こ
う
し
た
条
件
に
お
い
て
筒

井
製
糸
（
徳
島
県
麻
植
郡
鴨
島
町
）
は
、
糸
質
・
糸
量
の
両
方
に
対
応
で

き
る
糸
況
対
応
型
経
営
を
実
現
さ
せ
、
優
良
製
糸
と
し
て
の
地
位
を
築
い

て
い
っ
た
と
い
う
。

　

第
四
章
「
両
大
戦
間
期
の
生
糸
市
場
と
郡
是
製
糸
」
で
は
郡
是
製
糸
の

経
営
、
な
か
で
も
販
売
政
策
が
分
析
さ
れ
る
。
郡
是
製
糸
と
い
え
ば
中
等

糸
と
い
う
よ
り
も
、最
高
級
糸
の
生
産
を
展
開
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、

こ
う
し
た
特
質
も
制
度
や
市
場
の
変
化
に
応
じ
て
変
容
し
て
い
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
プ
レ
ミ
ア
ム
を
獲
得
し
得
る
最
高
級
生
糸
生
産
を
志
向
す
る
場

合
も
あ
れ
ば
、
作
業
工
程
の
効
率
化
や
糸
量
を
重
視
し
、
糸
質
を
あ
え
て

抑
え
る
時
期
も
あ
っ
た
。
ま
た
郡
是
は
横
浜
生
糸
売
込
商
に
対
す
る
依
存

か
ら
脱
却
し
、
独
自
の
販
売
方
法
を
築
い
た
が
、
そ
の
方
法
も
成
行
約
定

と
呼
ば
れ
る
も
の
か
ら
、
直
輸
出
の
開
始
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
グ
ン
ゼ
シ

ル
ク
の
設
立
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。

　

第
五
章
「
養
蚕
主
業
村
と
大
規
模
養
蚕
農
家
の
経
営
―
下
伊
那
郡
上
郷

村
原
家
三
代
の
経
営
―
」、
第
六
章
「
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
組
合
製
糸

―
長
野
県
下
伊
那
郡
上
郷
館
の
経
営
―
」
は
、
代
表
的
な
組
合
製
糸
（
養

蚕
農
家
が
出
資
し
て
作
っ
た
製
糸
工
場
）地
帯
で
あ
る
長
野
県
下
伊
那
郡
、

な
か
で
も
上
郷
村
を
事
例
と
し
て
、
蚕
糸
業
の
展
開
を
描
い
た
も
の
で
あ

る
。
第
五
章
で
は
大
規
模
養
蚕
農
家
の
史
料
（
原
家
文
書
）
や
上
郷
村
役

場
文
書
、
第
六
章
で
は
上
郷
村
の
組
合
製
糸
「
上
郷
館
」
の
経
営
史
料
等

を
通
し
て
、
組
合
製
糸
「
上
郷
館
」
が
糸
況
対
応
型
経
営
を
実
現
し
た
こ

と
を
示
し
た
。
糸
況
対
応
型
経
営
を
可
能
に
し
た
条
件
と
は
、
組
合
員
を

「
村
落
共
同
体
的
」規
制
に
よ
っ
て
強
力
に
組
織
し
、原
料
繭
統
一
政
策（
良

質
、
か
つ
同
種
類
の
繭
を
集
め
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
良
質
の
生
糸
が
で
き
る
）

を
貫
徹
し
得
た
点
、
そ
の
た
め
に
一
村
完
結
型
と
い
う
組
合
製
糸
「
上
郷

館
」
の
規
模
が
適
正
で
あ
っ
た
点
、
恐
慌
直
前
に
財
務
状
態
を
大
幅
に
改

善
し
得
た
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
実
証
の
う
え
で
、
上
山

氏
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。「
川
し
も
」（
製
糸
業
）、「
川
か
み
」（
養

蚕
業
）
を
問
わ
ず
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
以
降
に
お
け
る
市
場
構
造
の
変

化
の
な
か
で
、
発
展
的
展
望
を
持
ち
、
経
営
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、「
川
し
も
」（
製
糸
）
か
ら
「
川
か
み
」（
養
蚕
）
ま
で
の
一
元

的
経
営
を
達
成
し
得
た
製
糸
経
営
で
あ
り
、
そ
の
代
表
の
一
つ
が
組
合
製

糸
と
い
う
経
営
形
態
で
あ
っ
た
と
。

　

第
七
章
「
長
野
県
下
伊
那
の
営
業
製
糸
、
喬
木
館
の
経
営
」
で
は
、
上

郷
村
の
東
隣
に
位
置
す
る
長
野
県
下
伊
那
郡
喬
木
村
の
小
規
模
営
業
製

糸
・
喬
木
館
の
経
営
を
検
討
す
る
。
喬
木
館
は
、
決
し
て
先
進
事
例
と
は

い
え
な
い
も
の
の
、
糸
況
に
対
応
し
た
経
営
を
行
っ
た
か
ら
こ
そ
経
営
が

存
続
し
え
た
点
が
、
一
八
九
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
を
ス
パ
ン
に
描

か
れ
て
い
る
。
第
八
章
「
両
大
戦
間
期
の
生
糸
貿
易
」
で
は
、
両
大
戦
間
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期
に
お
け
る
生
糸
貿
易
の
変
容
を
描
く
。
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇

年
代
に
か
け
て
生
糸
輸
出
に
対
す
る
行
政
の
介
入
が
生
じ
、
ま
た
、
恐
慌

や
人
絹
の
進
出
に
よ
っ
て
市
場
構
造
が
変
化
し
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
商

社
の
動
き
を
み
る
と
、
三
井
物
産
や
日
綿
は
為
替
等
に
よ
っ
て
経
営
の
困

難
を
カ
バ
ー
す
る
一
方
、
日
本
生
糸
・
旭
シ
ル
ク
・
原
商
店
を
は
じ
め
と

す
る
生
糸
専
門
商
社
の
打
撃
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

　

終
章
「
蚕
糸
業
の
『
一
元
的
経
営
』
へ
」
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
お

け
る
蚕
糸
業
の
展
開
を
「
す
み
わ
け
」
と
「
一
元
化
」
と
い
う
二
つ
の
視

点
で
ま
と
め
る
。「
す
み
わ
け
」
と
は
、
高
級
生
糸
を
生
産
し
つ
つ
も
多

様
な
糸
格
を
生
産
し
得
る
郡
是
製
糸
や
組
合
製
糸
等
と
、
日
本
国
内
向
け

原
料
生
産
者
等
と
し
て
生
き
残
っ
て
い
く
製
糸
家
に
分
か
れ
て
い
っ
た
こ

と
を
示
す
。「
一
元
化
」
と
は
、
養
蚕
業
と
製
糸
業
の
一
元
的
経
営
を
指

し
て
お
り
、
製
糸
業
で
い
え
ば
特
約
組
合
に
よ
る
養
蚕
業
の
囲
い
込
み
、

養
蚕
業
で
い
え
ば
組
合
製
糸
形
態
に
よ
る
製
糸
業
へ
の
進
出
を
意
味
す

る
。
以
上
が
本
書
の
要
約
で
あ
る
。

　

上
山
氏
の
石
井
寛
治
氏
に
対
す
る
批
判
は
明
快
で
あ
る
。
若
き
頃
の
上

山
氏
は
、
石
井
氏
の
研
究
を
次
の
よ
う
に
評
し
た
。「『
構
造
論
』
に
よ
っ

て
蚕
糸
業
の
一
つ
の
像
を
象
徴
的
な
シ
ェ
ー
マ
で
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
」

の
で
は
な
く
、「
蚕
糸
業
各
部
門
の
独
自
的
な
運
動
の
あ
り
方
を
検
出
」

す
べ
き
で
あ
る（

（
（

。
本
書
に
よ
っ
て
上
山
氏
は
、「
蚕
糸
業
各
部
門
の
独
自

的
な
運
動
」
を
追
究
し
、
中
等
糸
生
産
体
制
、
糸
況
対
応
型
経
営
の
成
立
・

変
容
と
い
う
新
し
い
視
点
に
よ
り
、
近
現
代
日
本
蚕
糸
業
の
展
開
を
描
き

直
し
た
。
丹
念
な
調
査
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
議
論
は

説
得
的
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
、
中
林
真
幸
氏
の
研
究
に
対
し
て
は
、
も
っ
と
理
論
的
な
対

話
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
し
ま
っ
た
。
た
し
か
に
上
山
氏

は
、
蚕
糸
業
を
め
ぐ
る
各
ア
ク
タ
ー
の
多
様
で
豊
か
な
姿
を
描
出
し
得
て

い
る
。し
か
し
、上
山
氏
が
提
示
し
た
糸
況
対
応
型
経
営
と
い
う
も
の
が
、

中
林
氏
が
示
し
た
「
最
適
反
応
」
を
な
し
て
い
く
経
済
主
体
の
姿
と
、
ど

の
点
で
共
通
し
、
ど
の
点
で
相
違
す
る
の
か
。
上
山
氏
に
と
っ
て
は
自
明

か
も
し
れ
な
い
が
、
重
要
な
論
点
ゆ
え
、
積
極
的
に
論
じ
て
い
た
だ
き
た

い
と
感
じ
た
。

　

本
書
の
「
あ
と
が
き
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。「
本
書
に
収

載
し
た
も
っ
と
も
古
い
論
文
は
一
九
八
三
年
の
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

古
い
論
文
を
含
め
て
編
む
こ
と
に
若
干
の
た
め
ら
い
も
あ
っ
た
」

（
三
四
五
頁
）。
こ
う
し
た
記
述
に
反
し
て
、
全
く
古
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い

論
稿
と
な
っ
て
い
る
。
上
山
氏
が
既
存
の
理
論
に
し
た
が
っ
て
ス
ト
ー

リ
ー
を
描
く
の
で
は
な
く
、
史
料
に
基
づ
い
て
柔
軟
に
歴
史
を
紡
い
で
き

た
か
ら
こ
そ
、
論
文
の
鮮
度
が
保
た
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
上

山
氏
は
日
本
経
済
史
研
究
・
日
本
近
現
代
史
研
究
に
対
し
て
重
要
な
視
点
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と
実
証
を
提
供
し
た
と
い
え
る
。

（
Ａ
５
判
、
三
四
〇
頁
、
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
六
年
十
一
月
発
行
、

定
価
八
〇
〇
〇
円
＋
税
）

注（
1
）�

石
井
寛
治『
日
本
蚕
糸
業
史
分
析
』（
東
京
大
学
出
版
会
、一
九
七
二
年
）の
ほ
か
、

松
村
敏
『
戦
間
期
日
本
蚕
糸
業
史
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
）、

井
川
克
彦『
近
代
日
本
製
糸
業
と
繭
生
産
』（
東
京
経
済
情
報
出
版
、一
九
九
八
年
）

を
参
照
し
た
。

（
2
）�

上
山
和
雄
「
書
評
石
井
寛
治
『
日
本
蚕
糸
業
史
分
析
』」（『
史
学
雑
誌
』
第
八
二

巻
第
一
一
号
、
一
九
七
三
年
）
七
七
頁
。


